






商松町 三 丁目に本店 
を構えるのは和菜子司 
A 川伊勢屋。期槊者の 
小林倍司さんによれば、 
和菓子の味は「何とい 
ってもあんこで決ま 
る」 S 料の小豆が， 

入物增加の一途をたどる現在。「和蔡子ではなくな 
る J からと，小林さんは.国内でも北海迫産の小豆 
しか使わない。もちろん、小豆を煮るところから始 
めてすべて f •作りである。しかも、お菜子によって 
あんの作り方も变える職人気質。 

ご K の上生菓子、左奥が花のつぼみと戽豆が透け 
て見える金玉糖、右がバラを型取った練り切り。そ 
して、中央が「紫®佗 J 。 白あんの阁 M には、一つ一 
つ細やかに刻まれた寒天がちりばめられている。ま 
るで滴る_の竿が、陆光を浴びたようにきらめいて 
いるのは，まさしく「紫 »/ Ej の趣きだ0 
搨影：弁上義治 • 
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ぉ茶の小室園 
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あそこに見えるあのお蔵 ^ 


は、十四代、十五代 H 。 古風で趣の深い家がズラリ並ぶ、この立川五 H 市街道。 

)11 一番から十番 へと 左右を見回せば、あちこちで見ぇるお蔵。 

十から百五十年も昔、江戸時代からの物もある。 

お蔵の扉は、下の方についている鍵穴にサルといぅ、卍のょぅな物を差し込んで閉ける。 

【五日市街道編】 合言葉は、サルを左へ回せば、歴史が開く。 

撮影：須崎勇(幸町) 



えくてひあん•レポ I . 
























































1994 - 6 -1 (月丨回発行) 


月刊 • え<てびあん-立川：語ろう • 3 UII に生きよう 


通巻119巻 



新たな世界が見ぇてくる 

女、男、子供に老人。 

さまざまな人が住み、行きかう町。 

同じ町でも、立場が遑えば環境も変わる。 
誰もが分かっているようで、分かっていない。 
車いすに乗れば、他を思いやりふるまえる 
手だてになるだろう。 


▲餮加考じ挎導する韉石笠さん 




そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 
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立川駅北口で•車いすの W 年が 
熱々とビラを K つているのを) t か 
けたことがあるだろぅか-「哲さ 
ん•結構取って下さいますよ j と 
3託なく話してくれるのは、箱石 
強さん <暝町*丁0)本入だ ◊ 
箝石さんは、«手県の出身。成 
人して，この立川 C 上京 I た翌年 
のこと。多?£性神経根炎に発病、 

一^間の苦しいリハビリを終えて 
率いすでの在宅生活が始まった。 
その後、降古者の自 tlr を 0 指して、 
M 力的に現 ft は‘「誰もが安 
心して*らせる町作り」をスロー 
ガンと L て，「在 t ; 生活を支える 
会」を運辨 L ている"街傾で発行 
していたビラも、突は，会の発行 
f &ミニコミ去ビ。 


全国でも珍しい、「丰ぃす介助学 
習会」が始められたのは、二年前 
のこ t 。 当初は，高松公 K 館の室 
内だけの講習だった♦回を虫ねる 
につれ，箱石さんを支援するスタ 
ッフも充实。今では、室内溝 S の 
のち、参加者は交代で率いすに乗 
ったり、介肋したりと、立川駅北 
口までの道のりを歩いて行く。餐 
加者のほとんどが、初めて率いす 
に接する人ばかりだ。中には•こ 
の学 S 会^通じてボランティアに 
目*:める人もいる • 

丰いすの利用者にとつて、ただ 
町に出て歩いて行くことが，いか 
に不便で不6由を強いられている 
か实感させられる6 ««者には何 
のことはない道であっても•申 
いすの人には良い状慂の遒とは限 
らないのだ" ff 段は無意*(:歩い 
ている道に，でこばこや g 間•段 
差がいかに多いことか。たとぇ整 
猫された舖道でも、平怛な部分は 
免外と少ない。道にでこばこがあ 
れば、卓いすの荊抬にあたるキヤ 
スタ—を浮かせながら、そうつと 
歩く"特に首の安定の恶ぃ人が来 
っている埸合、後ろ向きで丰いす 
を引っば-0て行く •その方が首に 
ft 担がかからないのだ n また•た 
ったニセンチほどの段差でも，キ 
ヤスタ I がひっかかってしまうの 
で浮かせて歩かなければならない。 
平坦な is でも人込みの多いところ 
では、他の通行人に皁ぃすがぶつ 
からないょう SI を fid って歩く。意 
外だっ f : のは' 車いすに乘ると" 
いつもの見慣れた町並みが全く興 
な〇た風 S を見せてくれること。 

祝探の高さ • reRIs の遠いでこん 
なにも变わるとは。これらのこ t 
は、串いすに乘るのと，その介助 
との15方を II 験してみない t 分か 
らないことだろラ。 

町で审いすに乘った人を兒かけ 
ることがある t できれば W かお手 
伝いしてあげたい•でも•どうす 
ればいいのか分からない。そんな 
経联はないだろうか。一度でも率 
いすに接して、介助の心構ぇを学 
んでいたら。小さな勇鉍を m して， 
声をかけてみたい。その人の手肋 
けができた時，な<:げない町故み 
に，ほんのり色がさす思いがする 

rrlc う。 

真如苑だょり 

もうそろそろ梅 Iti 入りかな ts 
い、ふと外をながめていると、案 
の定'ぼつり•ぼつりとやってき 
ました•せわしない日々に t 、 こ 
うして、しずかに兩存を W いてい 
ると、どことなく心が安らいでく 
るようです。1:!:]は*^ T つと天から 
の m り物な0でしよう。 


雨が降 <) ていて t •與如苑で I 
ずかな時をお過ごし下さい。 

■日時 6月15日^ 

2時-*- 4時 

■郵木»、真如{上物館をはじめと 
I て映画など盛りだくさんの用*; 

がしてございます n 1、/加-， 

■お申し込み 

は「えくてび 

あん•コンパ 

ニォシ」(本誌 

を手«してく 

れた人)へ。 



漢字一字挿入せょ 

月に叢雲 
□に風 

□の上の 

水練 
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CJKHTrl 今 M は蠢 

® 立川店 7 F 

Trana と ) JI E 0 I クリエィティ 

IJ i ^ T ギ？— 
3ム い s RU yffi で、^日 ， W 
liUH ま r b 示され，好評 
を»した作品からです。 

『切り絵を a てくださる方の^持 
ちと，どこかで、感 W のご緣があ 
れば…。それが、また人生の中で 
ひろがれば、さらに、楽しいです 
ね n だから•時問をかけて•：枚 
I 枚を作ります/とその魅力を 
語るのは、切り絵作.¥の松本正彥 
さん- 

心，»かに澄ませるょうなひと 
ときを ft せてくれる阙租は、自然 
なことなのだろう。小さな子供が 
母の背中で折り紙を作っていたり、 
トンボを a つけて•飛ばないうち 
にそつと母親の耳元に玷しかけた 
り*人の持つ優しさが，アィ•ポィ 
ントとして•どこかに必ず入つて 
いるのが、松本7|ルドの特徵だ。 

松本さんは • 「ゴルゴ13』を描い 
た»画家、*藤たかを•また、手 
塚治らと共に， ffl 本^時代から 

do sf , , — • - I lr*sf p » 

ある。そのせいか、 feit いが鮮や 
かのと，切り絵の屮に»1きが «. ぇ 
るのは•今までの切り絵とは、一 
眛遄ぇたところだ。 


東風 


ほとんどの人が『ぞうさん*と 
いう#-謀をご存知だろうと思ラ，.‘ 
あの詩がまど•みちおさんの作品 
であること t 広く知られている。 
ぞうさん/ぞうさん/おはながな 
•かいのね/そうよ/かあさんもな 
がいのよ♦まどさんが今度、国瞭 
アンデルセン寅に蟫いた、作家 II 
としては：：：本初である。*;^とい 
ラものが，どんなに心の芯に®く 
文学であるかを • I う•度教ぇて 
くれた i どさんは•ぞうのおとう 
さんのような優しい眼差 t - 立川 
の*雄詩人、清水たみ子さんも i 
たお tt しい眼差しで、『小犬 j とい 
う誰の心の芯にもとどく^をくだ 
さった。小达の十周年紀念別 
冊 r われら立川人』のためにご寄 
锒くださつた作品だから、ここで 
発在するわけにはゆかないが，3 
ごころを持つ/:人は必ずゆさぶら 
れるであろうし，幼いある H に侍 
<1ていた人は，きつと诗•むを呼び 
戻すであろう♦そんな葙びにわい 
ていた工房に、ぬうつ t 現れたの 
が作家の河林淌さんだ-〇たくわれ 
ら * 川人 j にエッセ I をお®いし 
て、すでに玉搞は鈸いていたのに 
何あろうと.怿訝に思つていると、 
澜迖しない部分があるので宵き A 
したい t おつしやる♦なんといラ 
「作家魂」であろうか-丄房は立 
川の作家瑰，詩人塊に応ぇること 
が出来るのだろうか。8月6日の 
発行： n にただ「間に合わせる」だ 
けでは申し訳ない♦えくてびあん 
镐進まずの薄龙かな 


<•*> 戏田||^片>1|妖久小枓摩史«川8? 
名風《||中|?絵8«婷正弘町田爾| 

04田 C 子 

一芩興〉天»政男板«1块并上«|省 

スタジオ 26 S 枝川一巳仲 raCN 次 


桜の花が ft り： S めた四月半ば，私は仲問二人と屮国の 
奥地， M 窀 a 宵： s 河を訪ねた。昭和•一卜 y — 終戦£前— 
からその地に住む T を si ねたのだ◊北京から延々三卜時 
間かかるその上地は、屮国符有の広大な大地に太陪が地 
乎棟い〇ばいに沈むような、そんなところだつた。 

昭和二十年八月九 R 、 ソ連#«で中国 m 4 t 地方 ( In 滿 
州>はそれまでの平锊な状況から I 变して、物々しい騒々 
しさに取り wi れていた- 

山 P の看 n ¥ 学校を終えて，期侍に胸をふくらませて渡 
满した T はやっと m れた新しい土地での生活の急*に心 
s やかではなかった，親の反対を柙し切り•看護 W と I 
て fti $たいという氕恃ちを抑えき n ず、外国の土地を防 
むことを決意。 TUS う、かやってみたいという袭氕 
込みがあったねえ、あの時は/ 

身の 1 H 1 りの物を背¢1い，子どもの手を51いた m 拓団の 
® 人たちと共に、暴徒と化した中国人•ソ連兵から逃げ 
た。朗に果を铯り、昼は n 丨リヤン畑に身を眩し夜中逃 
げ网〇た◊終いには自分も病に倒れた。それまで S てあ 
げていた沏拓団の赛たちが水や食べ物を探1、運んでく 
れた。そして、そんな»人たちもとう t う帰国できない 
とわかる t 一人，二人と、»しい中 H 人のドへ身：ールりを 
するように消えて行つた。 t ラとう、 T の S が来た。あ 
る日•貧しい M 夫が人肀を引9張って来た。生さるため 
止むなく，彼のところに行くことにした。「夜1;なるのが 
嫌で•嫌でねえ。ある時なんか、家を飛び出 L ちまって 
ね。死のヶと恐った•でも、そのたんびに. it れ芡された 
んよ/「七切うち，子どもができてねえ。国に！？れ务っ 
て速絡が入 T ても，帰れなかったね匕 
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T の戦後、四卜) L 年は私の忠惑を rr 词していた"次か 
ら次へと lii こる WIIW を侍ち前の「大和魂」で*り越えて 
t — 1 ( x » i * : ■ ( J5 ^ - 4v ' i !#: 4 
命，そして，«婚、四人の子どもの養诗、»との不和、 

二 SH の夫との死別……不 t を一身に m めたような丁の 
人生。それでも、全ての H 難を乘り越えて中国での人生 
の総決®とでも H うべき、新しいレンガの家を建てた" 
この不屈の辆神は一体どこからくるのか"*く節くれ 
だつた手、日に焼かれ皺が饅 $• にも刻まれた顔、一15し 
ただけで苦労の跡が®ばれる"でも私はそんな T の顧か 
ら •« の翎靱さ、希望を感じ t る。まるで、「頭張れ/」 
と g つているように思える。 

そんなエネルギ—をお上産に七日®の中围残留 U 人訪 
問の旅を終えて、私は«国した。しばらくは丁のことが 
私の rm «を離れなかった。彼女のような残留婦人がまだ 
まだたくさんいると一. C う。 T の人^1をまとめたら一冊の 
分！ t い本になるだろう。そして、大きな流れの歴史に13. 
された女の歴史にもなるだろう。丁の a 後の g 葉が忘れ 
られない。「ここに大和撫子がいたと§うことを中国入に 
ずつと覚えていてもらいたいご苦難を乘り越えて生きて 
きた T の 6 ft だろうが、そこには8 fffl の教伶を受けた U 
本女性が半世紀を飛び越えて確かに生きていた* 

数年前•留学 5 t で方ナダ移 E 女性史を調べよラとして、 

その資料の乏 I さに傅然とした経験から•オラル•ヒス 

トリ— <閒き*£1:興味を持ち始めた私が出会った「中 

国残留松人 j たち。彼女たちの： a った足跡を W くたびに 

濟佗の涙を流さずにはいられない私だ。会ラべくして会 

つた女性たちだと®ずる◊こんな*:たちがいることを、 

そして二*と操り返したくない戦争の痛みを次代に»り 

«|いでいきたいと思う • 
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第 I 回だちかわア—卜 

ギャラリ|展、開催 



四 H 二十 n (水}から I •十四 

日(卩)，ルミネ立川ウィルホー 

ルにて、* 一网たちかわアート 

ギヤラリ—が間かれた。 

催しは • <財> 立川市地域文 

化振興 W 団が主催で，立 

川の美術爱好者たちの 

技術 ， Mh と入口の增加を 

願つて，企_，实施された 

もの。多»地区の芸術•文化 

のネットワ I ク « s を考えたも 

ので、美術® W 者、•白六十人か 

ら，洋画二三点。日本画，三 

十二点、版 E 十二点の i があ 

つた。 OKYTI 觭者では、厚本定光 

さん<92歲 > が，* •• 逍歴四+年 

の字と絵を披 RL た。多6.総合 

英*族の受 K 者からの出品も多. 

数、 a られ、これからが、ます 

ます*しみだ" 


稲川淳二さへ故郷の 

立川で IB 局長 

四月二十六日、若*町出身で 

あり♦テレビでお M 染みの稲川 

淳二さんが故郷、 vr ♦川に帰り • 

.日窃长として来局した。待ち 

前の場侍ちの良さで、郵使局を 

訪れた人たち•一入一人に親 I 

げ<:語りかけ，周囲の人たちを 

苗ばせた。かつての高校時代の 

同級生 t 現れ、話に/ K が咲く 

埸•曲も。その後、若葉町の 

萁家のお母さんと共に郵 

§の方に移觔し、講 

演会を被^した。本米は， 

建*家で、&«学校の睛師 

も務めている稲川さん。この 

日も朝の出演を終ぇてかけつけ 

た；立川 

の実家1: 

車で«る 

のがいつ 

も楽しみ 

なんで 

す j と笑 

顔で語つ 

た。 
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立川 rfi が大きく発展していく 
きづかけとなつたのが.昭和 38 
年1:行われた砂川町との八！： ( t で 
した、合併前の立川 Ifi の人口は • 
おょそ7万2千人でした。 

昭和 41 年にはけやき台 M 
地，翌年には茁 l : a 町 BJ 
地が完成して•立川の入 
口は]1万人6になつたの 
です。その後•昭和61年 
の未には An が15万人を突 
破，多攣 26 市中， 8 番 H の都市 
となりました。さて*立川 m の 
长期総合計！：の中では，21世紀 
を B 前とした西!»二 f 年 n 


12年)の立川 rb ' の人 n はどのく 
らいになると予«しているので 
L ょ Tvi ® 

① 18 万人 

② 21万人 

③ 30万人 

〔 5 月号の答；一❷ 

玉川上水を下った後、 

系京からの上❶は•人夫 

が川べりを船を曳き歩ぃ 
て川を®ったので，科金に 
2倍の差があったのです。その 
後，玉川上水の通船は水 K 汚海 
といぅ当時の環境問 M にょって 
晚止されました。 
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手入れは細か<や0ている ** I 面に広がる花 i « は 
そ5語つていた。两上がり在袴つていたよ一つに滴 
の残る9の上を子供たちは、はしやきまわる。 












